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米国で販売されている亜鉛錠剤



亜鉛の生体への影響

亜鉛 は必須元素です

生体は、それが必要とする元素 を大気や水、土

壌 などの自然環境か ら直接に、また食物を介 して

間接的に取 り入れてお り、生体細胞がこれら必須

元素を必要量摂取で きていれば成育は順調 に進み

ます。摂取量が少なす ぎるとこれ らの元素の欠乏

症 を生 じますが、過剰 に摂取すると有害 となる可

能性があ ります。生体 は、 この両極端の中間に各

元素の最適な濃度範囲をもってお り、亜鉛につい

ても生体に最適な濃度範囲が存在 します。

1． 亜鉛欠乏による障害

生体に亜鉛が欠乏 した場合の障害 に関 しては多

くの研究論文が発表 されていますが、次にその例

をい くつか挙げてお きます。

（1）成長の障害
・Prasadお よびSansteadら の共同研究によると、外

国のある地域で見 られた発育不全男子のグループ

について、血液中の亜鉛 を分析 したところ血清亜

鉛値が低値 を示 した。 これ らの患者 に硫酸亜鉛を

経口的に投与 し、かつ良質の食事を与 えたところ

血清亜鉛の量は正常値 まで上昇 し、生殖器の発育

その他成人への正常な発育変化 を示 した。たとえ

ば20歳 で身長39イ ンチの患者が1年 間で5イ ンチ

成長 したという1）。
・豚に50～100ppmの 亜鉛 を添加 した食餌 を与える

と食餌効率が約20％ 向上する。すなわち低亜鉛、

高 力」？シウム食 を飼料 とした豚は1日 当 り68gし

か体重が増加せず、多 くの皮膚障害 を起 こした。

この低亜鉛の食餌 を16週 間続けた後、高亜鉛、低

カルシウム食 を与えたところ、1日 当 り1，022g体

重が増加 し、9週 間後 にはその年齢 として正常 な

大 きさにまで発育 した2）（図1） 。このような障害

は、亜鉛欠乏がDNA複 製を抑制 し、細胞の核分

裂 と生産が阻害 される結果、蛋白合成が阻害 を受

けることによるもの と考え られている。

低亜鉛 ・高カルシウム食の場合、

1日 の体重増加68g

（2）皮ふお よびその付属器官の障害
・Strainらはラッ トに切傷や火傷 をつ くり、それを

治療する実験 を行った。通常の食餌では、治療に

要する日数は若い雌 ラッ トが30日 以上、若い雄ラ

ッ トと成熟 した雌ラッ トが45日 以上、成熟 した雄

ラツ トは115日 であった。食餌 に亜鉛剤 を添加す

ることによって若い雄 ラットと成熟 した雌ラッ ト

で約20％ 、成熟 した雄 ラットで約40％ も治癒が促

進されたとし、数種の亜鉛有機化合物が治癒の促

進に特に効果があったとしている。
・Tuckerお よびSalmonは 豚の補助飼料 として亜鉛

を与えた場合の効果につ き発表 した。ピーナツ粉

を用 いた食餌 によって生ず る不全角化症や死亡

が、亜鉛の添加 により減少するとし、この場合亜

鉛の含有量を一定にしてカルシウムを増量 した場

合 と、カルシウムを一定 にして亜鉛を増量 した場

合には、はるかに後者の場合が不全角化症が抑制

されるとした3；。

（3）生殖機能の障害

前述 したPrasadら の報告 による男子の生殖器の

発育不全が、亜鉛を投与することによって成人へ

の正常な発育変化を示 したこと、鶏の卵や妊娠中

のラットに亜鉛欠乏が起 こると、出生時に骨格異

常や奇形が現れることなどから見ても、亜鉛の欠

乏は精子形成や雄の第1次 お よび第2次 生殖器官

の発育に障害をおよぼし、また雌においては発1青

から分娩 まであらゆる生殖過程 に影響 をおよぼす

ことが分か ります。睾丸の萎縮や精子形成能は亜

鉛の直接的な効果で、十分な量 の亜鉛が精子の成

熟後期にとり込 まれることが精子形成や胚上皮の

生存にとって不可欠のものと考えられています4〕。

（4）骨格の障害

1961年 にStrainがCornell大 学のScottお よび

Zeiglerら と共に行 った研究によれば、鶏に適当な

亜鉛を与えることによって、正常な発育と関節の

石灰化が促進された と報告 されています。この実

験では雌雛 の飼料 に5～60ppmの

亜鉛を添加 して発育状態 をしらべ

たところ、10週 間後の体重が355～

1，560gと亜鉛の添加量の多い雛ほ

ど体重が増 加 しています。また脚

のX線 写真では60ppmの 亜鉛を添加

した飼料 による雛に くらべて、亜

鉛添加の少ない飼料 による雛 は大

腿骨の長さが1／2以 下 ない し約2／

3で あったとされています4）。

高 亜 鉛 ・低 カ ル シ ウ ム食 の 場 合 、

1日 の 体 重 増 加1，022g

低亜鉛高カルシウムの飼料 によって16週 間発育を止められた豚に、高亜

鉛 ・低カルシウムの飼料を9週 間与えた場合、再 び正常 な大 きさに成長す

る。飼料に71ppmの 亜鉛を加えた場合、成長の回復は著 しく早 まった。

図1豚 の成長に対する亜鉛 とカルシウムの影響

⑤味覚障害

味覚障害 は味 を感 じる 「味蕾」

が、舌や口蓋などの炎症でこわさ

れた場合や、中耳炎、顔面神経麻

痺 などによ り味覚神経が障害 を受

けた場合 など、い くつかの発症原

因があ ります。 しか し、 さまざま

な検査の結果、「亜鉛の欠乏が原因」



である味覚障害が全体の約55％ を占め、ほかの原

因に くらべて圧倒的に多 くなっています5）。

2． 亜鉛 と感染症

亜鉛欠乏症にかかった患者は易感染症であ り、

亜鉛の リンパ球機能に及ぼす影響が注 目されてい

ます。低 タンパク栄養障害で、腸性肢端皮膚炎を

示す胸腺萎縮性の小児に対 して亜鉛投与 をするこ

とにより、X線 上、胸腺 は成長 し、易感染症 も消

失 したことが報告 されています6）。

さらにウィルスの培養組織中でカ ドミウム、銅、

コバル ト、水銀、モリブデン、ニッケル、亜鉛等

11種 の金属はその形成を抑制するはたらきがあ り

ますが 、その うち亜鉛だけが非毒性濃度である

0ユμMで も抗ウイルス効果 を示すことが報告 され

ています7）。

3． 亜鉛による中毒

（1）動物への影響

生体に有効ないかなる栄養素、薬物 といえども、

それが過剰に摂取されれば有害 とな ります。亜鉛

においても同様のことがいえますが、亜鉛の毒性

はきわめて低 く、平常の摂取量と、なんらかの有

害な作用 を示す ような摂取量 との間には広い幅が

あ ります。
・ラツ トは食餌か らの亜鉛摂取量が2，500ppmで も中

毒症状を示 さないが、この2倍 の濃度では成長が

極度に抑制され、若い動物の死亡率がきわめて高

くなることが多い4）。
・亜鉛中毒のラットでは、血色素減少性および小血

球性の貧血が進行 し、肝臓お よび他の組織中での

亜鉛の高濃度集積等が生 じる。 しか しこの ような

貧血や生化学的変化 は、銅を投与すればだいたい

回復するし、また銅 と鉄の両方 を投与すれば完全

に回復する4）。

（2）人体への影響

①経口中毒

人体への影響については、経口中毒 と吸入中毒

にわけることがで きます。亜鉛の塩類は口腔や消

化器の粘膜 を刺激 して、大量摂取 によ り致命的な

虚脱 を招 くことがあ ります。経口致死量は人の場

合、硫酸亜鉛で5～159と されています。亜鉛め

っきをした食器の酸1生飲料 によって集団中毒を招

いた例があ り、この時の中毒症状は金属熱、むか

つ き、ふるえ、胃痛、下痢などで摂取後4～12時

間で起こっています。嘔吐 を起 こさせる（吐剤 と

しても用い られてい ます）水中亜鉛濃度は675～

2，280ppmで すが、20～40ppmで 金属味が現れ ま

す4）。

②吸入中毒

産業現場では、金属亜鉛の溶融、黄銅または青

銅の鋳造 ・加工 ・ろう付 け、亜鉛めっき鋼材の溶

断 ・溶接などの作業に際 して発生する酸化亜鉛の

ヒュームの吸入によって発熱症状を招 くことがあ

り、これを亜鉛熱、真鍮熱、鋳熱、金属熱などと

呼んでいます。 この場合の症状 は、吸入後2～8

時間頃に現れる発熱症状で、インフルエンザ様の

悪寒を伴い、数時間を経過すればほとんど完全 に

回復する。また作業者には亜鉛熱に対す る免疫性

がみられます4）。

4． 亜鉛の必要摂取量

亜鉛の摂取量 として、米国では次の値 を推奨 し

ています。

成人男性

成人女性

妊婦

授乳婦 （最初の6ケ 月）

（後半の7ケ 月）

幼児 （0～1歳 ）

子供 （1～10歳 ）

15（mg旧 ）

12

15

19

16

5

10

ある調査の結果によると、米国の成人は一般に

亜鉛を8～10mg／ 日しか摂取 してお らず、また2歳

から10歳 の子供の50％ 以上は推奨 レベル以下の亜

鉛を摂取 してい ました。 また肉が少な く植物性、

繊維質の多い食事を摂 っている人々では軽度の慢

性欠乏症にあると見 られています。1日 の摂取量

は食物だけでな く、性、年齢および健康状態 にも

関係があ ります。幼児や子供、青年、妊婦および

老人は より多 く亜鉛を摂取する必要があ ります。

次 に示すグループの人々は亜鉛要求量が高 く、亜

鉛 を十分 に摂取 していない恐れがあるとされてい

ます。 ’

子供および青年 成長に伴 う要求

妊婦および授乳婦 一一一一一…一胎児、授乳による再吸収

老人 身体機能の減退、アンバ

ランスな食事

激 しく筋肉を使 う人 一一…一必要摂取量の増大

糖尿病およびアルコール

中毒患者 多量の排泄

喫煙者 吸収率の減少

大怪我をした患者 …一一一一一多量の亜鉛損失

亜鉛を経口的に摂取する方法は、亜鉛の不足 を

バランスさせるのに有効ですが、過剰に摂ると胃

腸障害を起 こす可能性があ りますので、医師の助

言なしで行うことはお勧めできません8〕。

5． 亜鉛 を多 く含む食品

ダイエ ットブームや単身赴任、一人暮 らしの老

人、OLや 学生 など、 ライフスタイルの多様化に

伴い、食生活 も以前 とくらべて大 きく変化 してい

ます。このような時に、食物が原因で亜鉛欠乏に

陥 らないための心得は何か、以下に少 し長 くなり

ますが、月刊誌 「Newton」5） より引用 させてい

ただきます。

「亜鉛 を多 く含む食品」 と聞いて、す ぐに思い

浮かぶ人は少ないであろう。亜鉛は鉄分などとち

がい、微量元素としてなじみが薄いばか りでな く、

漢字の印象から人体 に有害 といった誤解す らあた

えかねない。実際には亜鉛は多量に摂取 しても無



害な ミネラルである。貝類のかき、小魚、レバー、

茶、緑茶、ごま、アーモン ド、あさくさの りなど

には多 くの亜鉛が含まれる。

まずはこれ らの食品を積極的に摂取 し、亜鉛 を

中心 とした ミネラルが欠乏 しないように気をつけ

たいものである。 日本では、若い女性のダイエ ッ

トや糖尿病のカロリー制限が、三大栄養素 （炭水

化物、タンパク質、脂肪）のみの計算によって行

われることが多い。日ごろか ら、ソルティアなど

の亜鉛や ビタミンを多 く含む補助食品を積極的に

とることをおすすめする。

2番 目に注意することは、食品添加物、アルコ
ール類、ほかの食品との食べ合わせである。清涼

飲料水やかまぼこなどの製品をはじめ、ほとんど

の加工食品にマスキング剤 または糊料 として添加

されているポリリン酸、EDTA（ エチレンジア ミ

ン四酢酸）、 カルボキシルセルローズなどは、亜

鉛を体内か ら奪い、排 出させる作用 を持つ。食品

添加物 にはよほ ど気 をつけていないと、簡単に亜

鉛欠乏症になって しまう。また、豆類や米ぬかに

含まれるフィチ ン酸、チーズなどに含まれるカル

シウム、食物繊維などはいっしょに食べると亜鉛

が腸内でとけにくくなる。したがって、 これらの

食品 と亜鉛を多 く含む食品とは同時に摂取 しない

よう気 をつけな くてはならない。アルコールは味

蕾を直接傷つけ、深酔いは味覚判断を狂わす。 さ

らにアルコールを分解するための酵素には亜鉛が

含まれているため、アルコールを多量 に飲む と、

むだな亜鉛が消費 されることになる。

その他、多量のスパ イス、熱す ぎる食物、冷た

す ぎる食物、喫煙 なども舌 を直接痛 めて しまい、

悪影響 をおよぼす。 とくに食前の喫煙 はまちがい

な く味覚 を落 とすので、絶対 にさけるべ きであろ

う。スパ イシーな味 を好 むブームがいまだにつづ

いている。また、「レモンのすっぱさ」 を 「グレ
ープフルーツの砂糖がけ」のような味 に変化 させ

て しまうミラクルフルーツや、甘い食品なども売

られてお り、変化 に富んだ味覚が次々につ くられ

ている。

味覚障害者の増加は飽食 ・偏食時代 を映す鏡と

いえる。 自分の一生をあ じけない ものにしないた

めに、食生活 には気を配るべ きであろう。』

6． まとめ

亜鉛は人をはじめほとんどの生物に必須の元素

で す 。 事 実 、 亜 鉛 の 欠 乏 が 人 の 健 康 に 関 す る 現 在

の 問 題 と な っ て い ま す 。

最 近 、 国 際 化 学 品 安 全 性 プ ロ グ ラ ム （WHOの

主 催 に よ る 国 際 フ ォ ー ラ ム ）、ILO（ 世 界 労 働 機 構 ）

お よ びUNEP（ 国 連 環 境 計 画 ） は 亜 鉛 に 関 す る タ

ス ク フ ォ ー ス を 結 成 し 、 亜 鉛 の 健 康 に 関 す る 環 境

ク ラ イ テ リ ア （判 定 基 準 ） の 設 定 を 行 っ て い ま す

が 、 そ の 結 論 の 中 で は 次 の よ う な こ と が 述 べ ら れ

て い ま す 。
“亜 鉛 は 環 境 に 必 須 の 元 素 で あ る

。 こ の 金 属 に

つ い て は 欠 乏 と過 剰 の 両 方 の 可 能 性 が あ る 。 こ の

た め 重 要 な こ と は 、 亜 鉛 を 規 制 す る ク ラ イ テ リ ア

は 、 そ の 毒 性 は 防 ぎ つ つ も 、 低 す ぎ る た め に 欠 乏

を 招 く よ う な レ ベ ル に 設 定 し な い こ と で あ る 。”
“Zin

cisanessentialelementintheenvironment．

Thepossibilityexistsforbothadeficiencyand

excessofthismeta1．Forthisreasonitistnportant

thatregulatorycriteriaforzinc，whileprotecting

againsttoxicity，arenotsetsolowastodrivezinc

levelsintothedeficiencyarea、 ”8｝
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日本鉛亜鉛需要研究会 〔事務局〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

〒105－0001東 京 都 港 区虎 ノ 門1－21－8秀 和 第3虎 ノ 門 ビル

〒103－0025東 京 都 中 央 区 日本 橋 茅 場 町3－2－10鉄 鋼 会 館

〒105－0001東 京 都 港 区 虎 ノ 門2－6－4和 孝 第10ビ ル

fio3－3591－0812

ftO3－3669－4811

ftO3－3503－6485

鋼構造物の溶融亜鉛めっきについてのご照会は，上記団体 にお問い合わせ下 さい。

また，「鋼構造物の溶融亜鉛めっきQ＆A」 「建築用溶融亜鉛めっき構造物の手引き」等を発行 していますの

で，あわせてご利用 ください。


